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（３）長辺長・短辺長

① 現行の計画基準では、ほ区の長辺長については、ほ区の長辺に沿う小用水路

の許容延長を基に 300～600m、ほ区の短辺長（耕区の長辺長）については、田

面の用排水操作や農業機械の許容延長を基に 100～150m が適正範囲とされて

いる。

② 耕区の長辺長を決定する要因は、田面の用排水と農業機械の作業効率である。

農業機械については、耕区の長辺長が長ければ長いほど農業機械のターン回数

が少なくなることから効率的な作業が可能となる一方、適時の資材の積み込み

や収穫物の積み下ろしが難しくなることを考慮した上で決定する必要がある。

特に、防除作業に使用する動力散布機のタンク容量、田植機に一度に積載でき

る苗箱枚数、コンバインのグレーンタンクの積載量は作業に与える影響が大き

いことに留意する必要がある。また、作業距離が長いほ場の均平作業では、近

年はＧＮＳＳレベラーを利用することが普及してきている。長辺長の検討におい

ては、こうした導入する機械の種類や栽培方法等も踏まえて最適な長さを検討

することが重要である。

なお、大区画水田の現場の実態を踏まえると、500m 程度の延長でも効率的

な作業を行っている事例があることから、許容長さは用排水操作上の便を主た

る要因として考えた方が妥当である。また、直播の場合は苗補給が不要となり、

作業距離の制約が大幅に軽減されるが、導入においては農家の意向等を踏まえ

た営農方法を適切に選定する必要がある。

 ［資料６（３）－１ 国営上士別地区（北海道）の事例］ 

［資料６（３）－２ 営農作業の効率化の事例］

［資料６（３）－３ ＧＮＳＳレベラーによる均平作業］

③ 用排水操作では、耕区の長辺長が長くなるとかん水よりも排水の迅速な排出

が難しくなるため、耕区の長辺長の決定は主として田面排水の難易によって決

まると考えてよく、大区画水田の調査結果等からみると、耕区の長辺長を 100

～150m とするのが適当である。一方、耕区の長辺長が 200m を超えるが、耕区

長辺の中間に排水管を敷設したり、排水路を耕区の両側に設置することで、排

水距離を 150m 以内とし、排水性を確保している事例が見られる。

［資料６（３）－４ 長辺を拡大するに当たっての排水路の設置］

④ 耕区の長辺長を長くすることは、農業機械の作業効率を高めるだけでなく、

末端用排水路の密度を減少させることで、整備費の節減だけでなく、水位等の

水管理に係る費用、整備後の点検操作や補修に係る維持管理費、草刈り等の労

力の低減にも資するところである。また、状況に応じ、給水口１箇所の可能取

水流量を増やし、給水口設置箇所数を検討することも考えられる。

［資料６（３）－５ 大区画ほ場での用排水路の設置事例（北海道）］ 
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⑤ 現状の目視監視下での自動走行レベルで市販化されているロボットトラクターでは、

目視による監視が基本であるが、必要に応じモニターの情報などによる確認で目視を

補うこととしているため、目視での監視が可能な距離に留意した上で、適正な長辺長

を検討することが望ましい。また、監視者が万が一の際にロボットトラクターを停止でき

るよう、監視者が持つ非常停止装置とロボットトラクターの間は常に通信を行っている。

これらの通信可能距離にも留意した上で、適正な長辺長を検討することが望ましい。 
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◯ 資料６（３）－１ 国営上士別地区（北海道）の事例（長辺長 520m の大区画水田での作業状況）

※上士別地区の場合、520m が、「農区の長短辺」でもあり「耕区の長辺」でもあるが、本手引きで

は「耕区の長辺」と位置付けて記載している。

①田植機

・ 田植機に苗箱を 48 箱搭載し、一度の苗積みで 520m の田植え作業が可能

・ 国営上士別地区（北海道）の事例ではないが、自動運転田植え機を導入し

た場合、田植え作業と苗補給が一人で対応可能

②防除（ブームスプレーヤ）

・ 15m 幅、薬剤タンク 600L

・ 満量の薬剤タンクで 1,400～1,500m

の走行が可能

③稲刈り（自脱型コンバイン）

・ ６条刈り、作業幅２ｍ、グレーンタンク

1,950L

・ 単収によって変わってくるが、グレーン

タンクが満載になるまでに概ね 520m

の刈り取り作業が可能

従来はオペ

レーターと苗

補給者２名

が必要であ

ったが 1 名

で対応可能

6.3ha

6.8ha

6.6ha

3.9ha

130m

520m

写真引用：プレスリリース（研究成果）

自動運転田植え機を開発（農研機構）
田植機（８条用）
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◯資料６（３）－２ 営農作業の効率化の事例

・ さらに密苗栽培技術を導入することで育苗箱数を３分の１に減らすことも可能

資料：密苗クイックマニュアル（ヤンマー株式会社提供） 

・ 直播の場合は苗補給が不要となり、作業距離の制約が大幅に軽減

資料：トンボプラス適期作業の時間短縮術（ヤンマー株式会社提供） 
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・直播の効果（国営上士別地区（北海道）の事例）

資料：ロボット×ＩＣＴで切り拓く未来の水田農業（上士別 IT 農業研究会） 

◯資料６（３）－３ ＧＮＳＳレベラーによる均平作業

資料：はじめよう！小さな町の大きな営農 

（北海道開発局札幌開発建設部深川農業事務所、妹背牛町、もせうし町土地改良センター） 

バギーでの

田面高計測  

高低差マップの作成  

ＧＰＳを活用し

たレベラー  

◯均平作業時間と精度の比較

上士別地区の区画

（標準 3.4ha、最大 6.8ha） 

約 55％減 

稲作労働時間の比較

（時間/10a） 

直播作業の状況
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◯資料６（３）－４ 長辺を拡大するに当たっての排水路の設置

① 排水路を耕区長辺長の中心に管路形式で整備する場合

（標準図）

（断面図）

② 排水路を耕区長辺の両端に設置する場合

（標準図）

（断面図） 

※地形、気象、環境配慮等、各地域の現場条件に応じて、
排水路は開水路で整備
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◯資料６（３）－５ 大区画ほ場での用排水路の設置事例（北海道）

①標準給水長（片側給水、片側排水）タイプ ②標準給水長（両側給水・両側排水）タイプ

③長大給水長（片側給水、両側排水）タイプ
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